
（別紙３）

～
令和6年　12月　13日

（対象者数） 13名 （回答者数） 10名

～
令和6年　12月　13日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
必要に応じて配置を変えるなどして子どもたちのストレスが

ないよう設定していく

2 専門の先生と連携を取り、継続してサポートしていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 長期休みなど交流を図れるタイミングを検討していく

2

3

ワンフロアでスペースが十分取れていることもあり、子どもた

ちが伸び伸び過ごすことが出来ている
各グループが近くに固まらないよう場所の配置を工夫している

プログラムによって、専門の先生に来てもらっている
より専門性のある療育を行ってもらえるよう、必要なものを聞

き、準備している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

近隣の放課後児童クラブや児童館との交流機会がない
自己主張が強い子が多く、大きなトラブルに発展するのではな

いかと不安の声が出ている

令和6年　12月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　1月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　春日野ラボⅡ

○保護者評価実施期間 令和6年　12月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


